
平成 21 年度 がん予防対策の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* 医療保健政策区市町村包括補助（地域の実情に応じた事業促進のための区市町村への補助） 

【先駆的事業】補助率 10/10   【選択事業】補助率 1/2 

 

◆がん検診受診キャンペーン  

◇ピンクリボン運動等の実施【継】 

メディアや関係団体と協働して、広域的な普及啓発を行う。 

◇大腸がんウォーキングイベントの実施【新】 

 関係団体と協働し、大腸がん検診に関する普及啓発キャンペーンを実施する。 

◇フリーペーパーを活用した普及啓発【新】 

主に子宮がんについて、関心を持たない層に対して情報を発信する。 

◇５がん検診普及啓発パンフレット【新】 

がん検診受診率が低下する 60 歳代を対象としたがん検診普及啓発パンフレットを作成する。

◇区市町村におけるがん検診普及啓発の支援【継】（*医療保健政策区市町村包括補助） 
 

◆がん検診受診率向上事業【新】 

 医療保健政策区市町村包括補助事業を活用し、がん検診受診率向上施策に積極的に取り組む 

区市町村と連携して、有効な受診率向上施策を策定する。 

がん検診受診促進事業 

 
 

◆がん検診精度向上支援事業 

◇がん検診精度管理評価事業【継】 

区市町村が実施する検診の精度管理方法等について助言する。 

◇検診受託機関講習会【新】 

区市町村のがん検診を受託する検診機関に対して実施指針を基にした講習会を開催し、統一的

に精度の高い検診体制を整備する。                       
 

◆乳がん検診機器整備事業【継】            

 乳がん検診の実施体制を整備するため、区市町村及び職域の検診を実施する検診機関等に対し 

てマンモグラフィ検診機器の整備補助を実施する。 
 

◆読影医師等養成研修【継】             

 マンモグラフィによる乳がん検診に従事する医師や診療放射線技師の読影・撮影能力等の向上 

を図り、乳がん検診体制の整備を図る。（読影研修２回、技術研修２回） 
 

◆職域がん検診支援事業【新】             

 効果的な取組を行っている企業を把握し、職域と連携し、企業への普及啓発を行う。 

検診実施体制の整備 
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  大腸がんを早期に発見し治療につなげるために、大腸がん検診の受診促進に資することを目 

 的として、大腸がんに関する知識を楽しく学べる参加体験型ウオーキングイベントを開催した。 

 

 

 【開催日】平成 21 年 11 月 1日（日曜日） 

 【会場】東京国際フォーラム 

 【イベント内容】 

○ ウオーキング（10Km もしくは 5Km の距離をそれぞれ 2コース設定） 

○ ステージプログラム（医師とゲストアスリートによるトークショー等） 

 【参加条件】東京都在住・在勤・在学のいずれかに該当する方 

 【募集人数】先着 2000 名 

 

 

 【参加人数】 

 

 

 

 

 

 【参加者属性】※アンケート結果（1497 名）より 

   ○男女比：男性 44％、女性 55％ 

   ○年代：40 歳代の割合が 23％と最も多く、次いで 50歳代（21％）、30 歳代（20％）、60歳 

       代（18％）であった。 

   ○居住地：無回答者を除くと、東京都在住が 78％であった。東京都在住者の 69％が 23区 

       内に在住していた。 

   ○大腸がん検診の受診歴：ほぼ毎年検診を受けている方の割合が多く、全体で約 50％を占 

       めていた。「何度か受けたことがある」(28%)「受けたことがない」(15%)であった。 

 

 【無料大腸がん検診実施結果】 

 

 

 

 

 

 

       ※申込者数 923 名 

東京健康ウオーク 実績報告 

目的 

事業内容 

実績報告 

事前申込 当日申込 計

10kmコース① 600 525 40 565

10kmコース② 600 500 27 527

5kmコース① 531 437 29 466

5kmコース② 135 116 22 138

計 1,866 1,578 118 1,696

ウオーキング参加者数
事前申込者数

異常なし 要精検 要再検 判定保留

人数 256 237 19 0 0

％ 92.58% 7.42% 0% 0%

人数 382 355 26 0 1

％ 92.93% 6.81% 0% 0.26%

人数 638 592 45 0 1

％ 92.79% 7.05% 0% 0.16%

受診結果

男

女

合計

受診者数
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平成 22 年度 がん予防対策の概要（案） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◆がん検診受診キャンペーン  

◇大腸がん【継】 

検診普及啓発キャンペーンの実施、ウオーキングイベントの開催 

◇乳がん【継】 

 ピンクリボン運動の実施 

◇子宮がん【継】 

フリーペーパーを活用した普及啓発 

◇５がん【継】 

５がん検診普及啓発パンフレットの作成 
 

◆がん検診受診率向上事業【継】 

 区市町村が実施するがん検診について、区市町村と連携して受診勧奨の取り組みの効果 

検証を行いながら、都における受診率向上策を検討する。 
 

◆区市町村の受診率向上に関する取組への支援【継】 

医療保健政策区市町村包括補助事業（地域の実情に応じた事業促進のための区市町村への補助） 

<先駆的事業>補助率 10/10   <選択事業>補助率 1/2 

 

◆がん検診精度向上支援事業 

◇がん検診精度管理評価事業【継】 

◇検診受託機関講習会【継】 

 

◆マンモグラフィ機器整備【継】 

 区市町村や職域の検診を実施する検診機関等のマンモグラフィ機器導入費を補助 

 

◆マンモグラフィ読影医師等養成研修【継】 

 読影研修及び技術研修：各２回 

 

◆職域がん検診支援事業【新】 

◇東京都がん検診推進サポーター事業 

  がん検診に積極的に取り組む企業を公募し「東京都がん検診推進サポーター企業」として 

認定、受診率向上のための普及啓発を支援する。 

◇がん検診ハンドブックの作成 

  企業の経営者・健康管理者向けハンドブックを作成し、健康保険組合に配布 

資料２－５ 

がん検診受診促進事業 

検診実施体制の整備 

 
◆がん検診対象人口率調査【新】 

 健康増進法に基づき行われるがん検診を効果的・効率的に推進するため、がん検診受診機会と 
対象となる人口を正確に把握する。 

がん検診対象人口率調査 


